
実戦研修報告

FAST&FURIOUS
～怒り狂う速さ～

F班 増田・杉原・竹之内・徳永・渡部・及川・田之畑



1.ロジスティクスの基礎

岩手医科大学～R４～花巻IC～遠野IC～道の駅（風の丘）
R283～r35(リアル通行止め)～仙人峠～釜石保健所～国立釜石病院

食：自己完結型！

住：女子 図書室
男子 会議室（テント）

①派遣目的地までの円滑な到達

②衣食住の確保



独立行政法人国立病院機構

患者数 赤10名、黄5名 計15名
病床数 20床 （残5床）
Dr.3名、Ns.40名、その他11名

ライフライン
電気 自家発電 残3日
水 貯蓄 残2日
ガス 配管確認中
O2 2日持たないかも・・・

南館 倒壊の恐れあり
本館 応急危険度判定士要請中

釜石病院



2.拠点での本部立ち上げと本部内におけるロジスティクスの役割

①拠点でのカウンターパートとのコミュニケーション

院長から院内の状況説明を受けた。
以降は、代理人を通じ、院内の情
報や方針などについて、コミュニ
ケーションを図った。

【課題点】
院長説明を全員で聞いてしまい、
時間のロスになった。
医療の話をするときに代理人を通
じたため、医療に関する情報を思
うように得られなかった。



2.拠点での本部立ち上げと本部内におけるロジスティクスの役割

②情報伝達手段の構築
および通信訓練

【使用機材】
衛星電話３台（発信２台、受信１台、未使用１
台）※インターネット接続を含む。

【設置方法】
事務室が南に面していなかったため、受信機を南
口通用口に設置した。
エクスプローラー510を受信機として事務室に設
置した。
【課題点】
発信機にも着信があり、発信機が事務所から遠く
クロノロ等の情報を活用しながら通信を行えな
かった。



③情報の集約と活用
【使用機材】
ホワイトボード、ライティングシート、PC

【考え方】
クロノロから抽出した課題をTODOリストに記載をした
うえで、集約された。情報を迅速に活用できるように配
慮した。

【課題点】
クロノロの「発」「受」が統一されておらず、認識に齟
齬が生じた。
TODOリストの表示が小さく、全体共有に課題があった。
情報を伝える人、記載する人で内容伝達に不備があった。
クロノロに情報を付箋に書いて担当者に渡すことで情報
の洩れを防ぐ。



3.多職種間の連携

①各組織特有の手法などについて

②多組織間の協働方法の検討

・事務職員の場合、医療に関
する専門用語が伝わりにくい

・電話のみだと伝わりにくい
・会議では報告に対して、即回答してもらった
・横との連携に関して、少しの時間であったが、
顔を合わせてニーズや病院情報を確認しあうこ
とができた



 23:30病院内が断水となり…

 真夜中の真っ暗闇の中で貯水槽を調査！講師の先生方が大活躍

原因は院長が翌日に貯水槽の点検のため水の流入を制限していたが
早くにそこをついてしまったと・・・（笑）

貯水槽へインストラクター全員が
手袋をもって直行したり
本日はトイレが使用できないため
ラップポンを実使用すると決定したり
病院のスタッフのためにバケツで水汲み

ものの数分で決定する迅速性！！！



機転 機敏 気配り

インストラクターすげー！！！



インストラクター、タスクの方々
本当にありがとうございました




